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Q ：多くの一般旅行会社も各種の企画を提供している現在、船の旅を企画・運営すると
いうのはなかなか大変なことが多いのではないかと思われます。催行に当たってと
くにご苦労されているようなことがあれば、それは具体的にどういう点なのかをお
伺いしたいと思います。
A ：ピースボートは 30年ほど前に学生たちが立ち上げた組織です。そもそものきっかけ
は、アジアの国や地域に実際に行ってみようということからスタートしました。最
初は船を借りてくること自体が大変でした。1990 年代に入って「地球一周の船旅」
を始めました。現在では世界一周を船旅でというのは多くの旅行会社でも企画され
ていますが、その当時、ピースボートによるこの企画が日本における世界一周航海
の嚆矢でした。現在ピースボートでは、チャーター船で年に 3回「地球一周の船旅」
を実施しています。携わっている私たちにとっては、苦労というよりも、企画する
段階から関わることができて、大変面白いといった方が偽らざる感覚です。
A ：ピースボートのスタッフは現在約 200 人いますが、一回の船旅の参加者は約 1000 人
です。200 名のスタッフで 1000 人乗船する航海を年に 3回実施するというのは確か
に大変ではあります。ただ、自分たちが主役で船を出せるので、誰かのためである
とか、営利目的で利益を上げなければいけないということで実施している訳ではあ
りません。いわばノルマや（アルバイトで言う）シフトなどがない活動で、私たちが
自主的に船を出し続けること自体がテーマの一つになっているといってもよいかも
しれません。
Q ：参加者はさまざまだということは先ほどのお話しでよくわかりました。そのような
多種多様な参加者が乗船している船内の模様は、どのようなものですか。
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A ：私が乗船した場合についてお話しします。先ほど事前にポスター貼りなどでポイン
トを貯めて船賃の割引を図るという話がありましたが、私はそういうことをしませ
んでした。このような企画があると聞いて、それでは参加しようと思いたって参加
しました。いわばいきなり乗船した恰好でした。すると、多くの参加者の方々がす
でに「仲間」になっているようでした。そのため、他の参加者の方々どうしは知っ
ている事柄を前提に会話が進んでいたりして、最初のうちはいったいどこから話に
入ったらよいのかがよくわからず、少なからず戸惑いもしました。「協調性がない」
と思われたのではないでしょうか。ただ、敢えて言えばよい意味で参加者は「変わ
っている」人たちの集まりです。時間が経つにつれて会話も弾むようになり、いろ
いろな考え方をするいろいろな人に出会ういいチャンスとなりました。その結果、
以前にもまして、多様な生き方を是認し共有できるようになったと私自身は思いま
す。
A ：船内ではボランティアのスタッフがすべてを行います。ですからその気になれば、
船内イベントも自由に企画できるのです。公共スペースは文字通りパブリックな場
となり、大変面白い時間を過ごせます。巷間東京都へのカジノ誘致などが取りざた
されていますが、「地球一周の船旅」の船内は、そのようなものは不要な娯楽の時間
といえるでしょう。
Q ：乗船した経験で、自分自身で変わったと思えることなどがあれば、紹介してくださ
い。
A ：明確にいつから何が変わったということは言えないのですが、変わるタイミングと
いうのは自然発生的にやってくるのではないでしょうか。「地球一周の船旅」はいわ
ば洋上のフリー・スクールです。どういう意味かと言えば、船内では私のことを否
定する人は誰もいませんでした。同時にお互いにお互いを否定することもありませ
んでした。私にとっては、自分のことを否定する人がいない、というのは大きなこ
とでした。
A ：ご質問のお答えとしては少しずれてしまうかもしれませんが、船内ではいろいろな
世代間企画も実施しています。それらを含めて、さまざまな共同体験をする、とい
うこと自体が大きな意味を持っているのではないでしょうか。肩書きなどは取り去
り、お互いに自由に一人の人間として対等な立場で考えを語り合う場になっている
のが「地球一周の船旅」の船内だと思います。
Q ：3か月という期間は長いように思われる一方、訪れる国や地域を考えるとそれぞれの
国や地域に滞在する時間は案外短いのではないでしょうか。そうだとすれば、「地球
一周の船旅」のメリットはどこにあるのでしょうか。
A ：敢えて一言で言えば、多様な文化を一気に知ることができる、ということだと思い
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ます。この船旅でまず一度訪れてから、その後で、ご自分が気になったり、気に入
った国や地域をじっくり訪ねるということができると思います。
Q ：割引制度について詳しく知りたいので、教えてください。。
A ：先ほどもお話ししましたように、29歳未満であれば最大全額分の割引が可能となる
制度があります。「地球一周の船旅」のポスターを貼ることでポイントが貯まります。
このポイントは船賃にのみ使用でき、船賃全額分のポイントを貯めて乗船する方も
います。実は私もその一人でした。私の場合、おおよそ 3か月くらいで貯めること
ができました。このようにポイントを貯めて「船賃全額をクリアした」ことから
「全クリ」とピースボートでは呼んでいます。もっとも、ポスター貼りといってもそ
の辺に勝手に貼るのではなく、飲食店などの店舗をいわば飛び込み営業的に訪れ、
ポスターを貼ることをお願いし、了承を得られると貼る、というものです。「全ク
リ」を達成した私も、実は最初のうちはなかなか多くの枚数を貼れませんでした。
ですが、次第次第に増えていき、多い時だと一日で 100 枚貼ったこともあります。
ポスター貼りは一種の広報活動です。単に一枚貼るだけなら、自分の部屋に貼って
も一枚でしょうが、そのポスターを見るのは自分だけで、広報的な価値は限りなく
ゼロと言えます。そのため、飲食店や店舗など、不特定多数の人の目につくところ
に貼る活動が大切です。私の場合について言えば、「地球一周の船旅」に参加しよう
と思ったきっかけは、たまたま入った居酒屋のトイレに貼ってあったポスターを見
たことでした。
Q ：「全クリ」達成者は、どれくらいの割合でいるのですか。
A ：ポイントを貯めようと始めた者のうち、概ね 10～15％といったところでしょう。半
額まで達成した者だとかなり多くなりますが。
Q ：30年前に始めた（「地球一周の船旅」は 1990 年代に入ってから）とのことでしたが、時
代によって参加者に変化はあるのでしょうか。
A ：それはないように思います。
Q ：「学校」や「洋上大学」という表現が出てきましたが、どのような点でそういえるの
でしょうか。
A ：自分たちで作る自主的な企画が多いことが挙げられます。「学校」といっても、既存
の学校とは異なっていて、いわば、船の旅自体が活きた平和学習の場ともなってい
ます。
2 6 3
和光大学現代人間学部紀要　第8号（2015年3月）
